20150322
優る祝福（詩篇23:1-6）
　今、様々な問題、課題を抱えていらっしゃるでしょうが、この告白は譲ってはいけません。ある賢者の人が言いました。「もし、問題のない人生を望むのであれば、お墓の方に行ってみなさい」。死ぬことがない限りは、問題とともに人生を歩むしかないという意味ではないでしょうか。私たちは一回限りの人生ですが、それはある意味、問題とともに歩むものです。ですから、人生の課題というのは、問題がないことではありません。多くの人が問題があるたびに、その前に倒れて、また、ため息をしてしまったりしますが、問題はいつまでも付きものなのです。だから、人生の課題は、問題がないことではなくて、付きものの問題とどのように付き合っていくのかが課題であり、それによってため息をするか、あるいはその問題を乗り越えて勝利の人生を歩むことができるかに分かれるものではないでしょうか。残念ながら、クリスチャンの方々も、問題とどのように上手に、本当に神様が望まれるとおりに付き合っていくのかに興味がなくて、「なぜ問題があるのか。いつになったらなくなるのか。問題がないところはないのか」ということばかり考えます。それゆえ、お墓に入るまでは、その葛藤は終わらないでしょう。今日限り、そのような考え方、ニュアンスを全部、変えて修正していただきたいと思います。どのように問題と上手に付き合っていくのか、それらが課題であるということを覚えていただきたいと思います。
　今日、お読みしました聖書の箇所は、未信者でも覚えているくらい有名な箇所です。「主は私の羊飼い。私は、乏しいことがありません」。すばらしい告白ではないでしょうか。これが何の問題もない平穏な、ものすごく裕福な豊かなときに言ったことではありません。その次を見ると、「たとい、死の陰の谷を歩くことがあっても」とあります。そのような状況の中で、ダビデという人はその問題とこのように付き合っていました。ダビデは問題に負けずに、問題のために心が折れたりしないで、それを乗り越えました。乗り越えただけではなくて、その問題が祝福になり、その問題のゆえに結局はトップの座に、サミットの座につくようになりました。このような聖書のお証し、証拠をしっかりと握って、これが読んでもらうための内容、聖書のために書かれている内容ではなく、皆さんひとりひとりのものであり、ひとりひとりのために書かれているものだということを、忘れないでいただきたいと願います。このダビデの実際に、ものすごく険しい状況、環境の中で、その問題と本当にうまく付き合っていた。そのことをとおして、クリスチャンの私たちは、どのように問題と付き合って行くべきなのかということを教えられたいと願います。

　まず、第1にダビデは、問題がやって来たときに、その問題の前で、今やってきているこの問題より、はるかに優る救いの祝福を黙想し告白していました。そのようにクリスチャンの私たちは問題と付き合っていくものなのです。でも、自分を初め、多くのクリスチャンを見たときに、そのように問題を取り扱う信徒さんはほとんど見ることができません。問題がない時、良いことがある時には、ハレルヤと献金の感謝も額が上がります。ちょっとした問題が起きると、その問題の大きさの分、心が折れてダウンしてしまいます。そのときから、心が乱れてしまいます。「心を騒いではいけません」とイエス様はおっしゃっているのに、心が騒いでしまいます。どうなるのだろう。なぜこういうことになってしまったのだろうと。しかし、ダビデは、そうではありませんでした。聖書に紹介されている勝利の信仰者の特徴です。問題が一切なかったという信仰者は一人もいません。しかし、その問題の前で、皆それにぶつかって負けないで勝利しました。なぜそれができたのでしょうか。問題の前で、その問題よりはるかに大きな、はるかに優る救いの祝福が何かわかって、そこに目を留めて黙想しながら、それを告白していたのです。ぜひ、そのようにこれから皆さんは、皆さんの目の前にやってくる問題と付き合っていっていただきたいと願います。

　その一つの告白の内容が、ダビデは「私は乏しいことがありません」と言いました。目の前に問題があるのに、乏しいことがないと言いました。また、このようにも告白しています。「私はわざわいを恐れません」。何かの問題があると、つい不安になって心が折れてしまったり、恐れるのではないでしょうか。でも、ダビデは問題があるにも関わらず、このようにしました。なぜかというと、ダビデには、死の影の谷を歩くような、多分、人間の想像できる限りの最高の極限の状態ではないかなと思います。それにもかかわらず、その状態、状況より、主が私の牧場の羊飼いである、この救いの祝福農法が大きいと、ダビデは分かっていました。つまり、死の影の谷を歩くような辛さ、問題が、主は私の牧場の羊飼いである祝福を害することはできないのです。喧嘩で言いますと、100％、死の影の谷が、主は私の牧場の羊飼いであるこの祝福に負けるようになっているのです。皆さんもそのように祝福されているはずです。ダビデよりはるかに優る祝福をもうすでにいただいているものなのに、私にはなぜこれがそうならないのでしょうか。それにぜひ気づいていただきたいと思います。問題と格闘して、その問題をどうにかするということが、問題との付き合い方ではありません。問題がどんな問題であろうが、それに負けない、それを全部、包み込んで乗り越えられることができる、はるかに優る救いの祝福を見上げることです。ときには感情的に、肉体的に辛いでしょうが、それに心までが折れたり、心までを譲らないで、私たちの心と思いが主を見上げ、キリストを見上げ、その祝福を握ることです。
　また、ダビデは告白しています。主が私とともにおられるから。これが祝福です。全能なる創造の神様が、死の影の谷を歩くことを知らないわけがありません。わざとそのようなところを苦しめるために意地悪として許されたわけでもありません。私たちが見たときには辛い、大変と思うかもしれませんが、神様にはより大きな祝福の計画があるので許されただけです。神様が許されない限りは、問題などは起きません。それが良いことであれ、悪いことであれ、自分の失敗であれ、周りからの攻撃であれ関係なく、神様の許可があるから許されたものなのです。そして、それは神様がともにおられる、そのことをキリストと言います。単に、ともにおられるのではなくて、羊のようにおのおのバカみたいな私たちを安全に最高のところに導かられる羊飼いとしてともにおられるのです。それをキリストと言います。それを救われたと言います。本当は、その祝福のことを忘れるから問題です。今も皆さんが心配をして、心が折れて辛く大変だと思っているのは、実はだまされているからです。その瞬間、問題が大きくなって、救いの祝福がちっぽけなものになって、あるいは見えなくなっていたりするから、結局は問題が問題ではなくて、その結果、不信仰に陥ってしまうということが問題なのです。それほど、皆さんは実はどんな問題があっても、その問題に負けないほどはるかに優る祝福をいただいている祝福の主人公、尊い価値ある存在です。問題なんかに負けてため息をするような存在ではないということを、ぜひ覚えていただきたいと思います。

見た目がどうであれ、才能があるかどうか関係ありません。病気があるかどうかも関係ありません。ただ一つ、キリストであるイエスを受け入れた者は、神の祝福をいただいているものです。２部の礼拝で申し上げるつもりですが、神様と私たちの間に大きな壁ができていて、祝福が一点も私たちに届くことができません。あるとすれば神の御怒りしかありません。その壁を全部取り払って、御怒りを取り除いて、神のすべての祝福が私たちに届くようにされた方、それがキリストです。そのためにご自分の体を、十字架において引き裂かれるようになりました。それゆえ、イエス・キリストを信じて受け入れたこの一つの理由で、皆さんは問題の前で問題に負けないで、それを乗り越えることができる価値ある存在に変えられているということを、ぜひ覚えてください。
もう一人、申し上げますと、ヨセフのことを皆さんはよくご存知ではないでしょうか。ヨセフは兄弟からいじめられて、ときには濡れ衣を着せられ、そのことによる様々な想像をはるかに超えた苦しみの道を歩くようになりました。それにもかかわらず、それに心が折れてため息をついたという記録はどこにもありません。逆に、推測ではありますが、奴隷は人間扱いされないものなのですが、そのような存在にもならないヨセフを見て、主人だったポティファルが「主があなたとともにおられるのだね」と分かるほど、神様がともにおられる祝福を存分に味わっていた、つまり、周辺が見て分かるほど、この人は救いの大きな祝福の中にのめり込んでいました。いつでしょうか。濡れ衣を着せられて、刑務所に入れられて、いつ刑務所から出るか分からない危機の状況の中で、周りから見ると不思議なのです。普通はあのような状況になると、何回も精神的におかしくなって、この世の中に不満を爆発させるために自爆をするか、テロを起こすか、犯罪に走るか、通り魔事件に走るかなどになるしかない状況なのに、全くそのようなことが見えません。不思議です。余裕なのです。感謝なのです。なぜでしょうか。濡れ衣より、刑務所に入れられたことより、そして、いつ刑務所から出るか分からない危機的な状況より、主がともにおられるいのちの祝福がはるかに優るということが分かっていたからです。これがポイントです。苦しみより、苦難より、インマヌエルの祝福がはるかに優るということが分かっていました。このような祝福がすべて、ただキリスト、イエスの中にあるものなのです。主は私の牧場の羊飼いでであるというのは、今の私たちの告白で言うと、「イエスは私のキリストです」という告白です。ご存知のように、私たちは滅びるしかなかった罪人でした。イエス・キリストを信じることによって、もう二度と滅びることができないように、裁かれることができないように、完全に滅びの運命から解放されるようになりました。それが救いの祝福です。それどころではありません。キリスト、イエスを受け入れた瞬間、二度と離れることができないように、また奪われないように、神様がご自身が聖霊をとおして私たちの内側に入ってともに住まわれるようになりました。しかも、永遠に離れることがないので、永遠のいのちと言うのです。この祝福は死ぬ時まで変わることがありません。死んだ後も変わることがありません。皆さんが覚えているときも覚えていないときでも、過ちを犯しているときでも、頑張るときでも、この祝福は変わりがありません。皆さんの過ちより、キリストによる祝福がはるかに優る大きなものなので、自分の過ちでも倒れることはありません。図々しいと思われるほど、過ちに気を捕らわれると失敗なのです。事実でしょうが、その過ちよりはるかに優る救いの祝福、神がともにおられる祝福、だれ一人としてキリスト、イエスの愛から、イエスにある神の愛から切り離すことができない、そのくっついている祝福を忘れないでください。それが大きいということを覚えていてください。
そして、いつ死んでも天国に迎え入れられるように保証されています。もう保証済みのことです。これから何をどうするかによってそれが変わるということは違います。短く申し上げても、このような祝福をいただいて、これが変わらないのに、皆さんの目の前に問題が現れると、皆さんの弱さによって、この祝福が縮んだり伸びたりするかのように思うから問題です。それよりはるかに優るものなのです。小さい問題より大きいのではなく、宇宙にあるどんな問題より大きいのです。皆さんには、イエス・キリストによって、神様の恵みによって、無条件、一方的にそのような祝福がすでに与えられているということを忘れないでください。ですから、同じ問題、事柄をもって、神様はそれより大きなキリスト、大きな救いの祝福を正しく見るためのチャンスとして許されるのに、同時に悪魔、サタンというものは「ほら問題でしょう、がっかりしなさいよ。だめでしょう。落ち込みなさい。ため息をつきなさい」というように働くのです。同じことなのに、どちらを選ぶのかが、問題とどのように付き合っていくのかの課題です。皆さん、今まで大体どちらを選んでここまで来られたのでしょうか。今現在も、どちらを選んでいらっしゃるのでしょうか。もしかして、礼拝をささげている今も、心の中になにか気になるものがあったり、すっきりしない心が穏やかではないという方々は、何かの問題があるからでしょう。今その問題をとおして、サタンが望むところに私は首を突っ込んでいるのです。同じことでも。それから、それが救われる前からものすごく洗脳されて慣れていることなので、問題があればすぐにため息をするというのが、イコール、それがお方程式なのだと洗脳されているのです。古いものは過ぎ去り、すべてが新しくなりました。そんなことはありません。それは十字架とともにその人間は死にました。私たちは新しく作り変えられて、問題が問題にならないように、問題の前でそれより大きな祝福、キリストにある救いの祝福を見るように調整されているものなのです。それが問題との付き合い方なのです。慣れていないでしょうが、メッセージを握って進行をもって、ときには歯を食いしばってでも、より深くキリストの中に、キリストにある祝福の中に深く入ってください。「それで何？」とおっしゃるかもしれません。そうして行くうちに、ときには辛さの中で歯を食いしばってでもそうしていくと、そのあと不思議な奇跡が起こるようになります。

神様の目的は、私たち自身です。問題とぶつけて格闘し、問題をどうにかしようとすると、必ず、損してしまうし、その問題を打破したとしても、次に同じ問題がまた来ます。神様の目的は、達成していないからです。神の目的は、問題と格闘して問題をクリアすることではありません。問題を見て、問題より大きなキリストを見上げることが、神様の願いなのです。それがなされていない限りは、仕方がなく次にもう一回やるしかないけれども、また同じなのです。打破するか落ち込むかその行き来です。クリスチャンはそのような存在ではありません。そうする暇がありません。問題はもう終わりました。主は私の牧場の羊飼いではないのか。問題と付き合う一番の姿勢が何なのかと言うと、揺れないで動揺しない、動じないことです。まずそうしないと、次が全部間違ってしまいます。
それから、２番目です。そのように大きな祝福を見上げ、揺れることなく自分自身はしっかりと心を保たないといけません。そうすることによって、その問題ではなく、問題の裏に隠れているより大きな祝福を見るようになります。これが問題との付き合い方です。ダビデは死の影の谷を歩きながら、乏しいことはありませんと自分をしっかり保ったのと同時に、２節を見ると、「主は私を緑の牧場に伏させ、いこいの水のほとりに伴われます」。これが本当は、緑の牧場、いこいの水のほとりの方に、私を引っぱっていくプロセスなのだということが見えてきたのです。問題の表、表面ばかりではなくて。旦那さんの問題、子どもの問題、健康の問題、経済の問題、人間関係、様々な問題があるでしょう。そればかりではなく、それに気が捕らわれるともうため息しか出るものはありません。でも、まずそれにはるかに優るキリストとキリストの祝福を黙想して、問題が無くならなくても気にしないで、とにかくキリストの中に、祝福の中にのめり込んで、それで死んでしまえば死ねばいいという覚悟で入って、皆さんを守ってください。

そうすると、落ち着いたときに見えます。問題だと思っていたのに、裏を見ると、よりすばらしい神様のよいものがそこにあるのです。ときには私の魂を生き返らせる。これが内側からダビデをより丈夫にするタイミングです。なぜでしょうか。ダビデは今のままではなくて、これからイスラエルの王になっていく、神の栄光を現さないといけない存在なのに、その器を整えないといけません。その一つの方法が、神様は苦難をとおしてそうされたのです。「いや、言葉でおっしゃれば私もします」というのはこちらの都合で、神様が一番よくご存知なのです。それが問題との付き合い方です。新約聖書を見ると、ローマ8:28には、すべてを働かせて益としてくださるとあります。必ず、益となるものです。これを先に感づいて、そこを見ようとするのが付き合い方なのです。そうでないと、右か左か分かりませんが、必ず、問題に溺れるようになります。つまり、ダビデの苦難というものは、ダビデの周りに偽物、本物が混ざっていたのですが、苦難をとおしてこれから主の御用のために、本当の弟子となる者だけが残って、そうでない者は全部散っていくようふるいにかけられて整えるためのタイミングだったのです。必ず、よいものがあります。先ほども申し上げましたように、そうすることによって、準備をしないといけないのです。大体、クリスチャンの問題のほとんどは、私の今の見解では、70％以上は、クリスチャン本人がより大きな祝福を備えていらっしゃるから、本人を整えるというのが第一だと思います。魂を生き返らせる。テモテにも言いました。キリスト、イエスにあって強くなりなさい。大事な役割を任せられるほど、サタンの攻撃はものすごく激しいのです。そのようなことにちっとも動揺せず、それを乗り越えて、神の勝利を現すことができる人に整えるプロセスです。そのようなことを正しく見るようにすれば、問題との付き合い方には成功です。
例えば、病にかかっている場合には、肉体的に体質改善の機会であり、それから、霊的な部分においてより深いところまで入って行きなさいという神様のサインです。ヨセフは濡れ衣を着せられました。その濡れ衣によって刑務所の中に入るようになりました。ものすごく大きな苦難と問題に見えましたが、実はヨセフには総理大臣という予定がありますので、より大きな祝福に向かって、今のところを離れる時刻表であり、そこで備えとして重要な出会いが許され、重要な出会いのための苦難だったのです。これからの総理大臣としての任務を全うするために、そこで政治家と財務長官などに会ったのです。単なる苦難や問題ではありません。必ず、その裏側に、よりすばらしい大きな祝福があるのです。それを見つけ出して、それを見ようとするのが問題との付き合い方です。そのような人は、お証しができるでしょう。例えば、信仰による迫害がある場合があります。ものすごく辛いでしょう。ときには異端と濡れ衣を着せられる場合もあります。そのときこそ、世界をステージにして、私たちが走るためにonlyという信仰に固まる機会なのです。もちろん、onlyと言っていたでしょうが、迫害によって本当に何もかも全部、捨てられて、onlyになる。それが私たちにとって幸いです。無駄な問題は一つもありません。無駄な苦難も一つもありません。ときには、うっかりだまされて落胆してがっかりする場合もあります。でも、それも問題ではありません。落胆することによって、自分の内側がそうなるしかないほど、何十年教会に通っていたのかという経歴と関係なく、内側が弱いという裏返しではないでしょうか。正直になって、落胆してということも裏を見ると、内側を強めるための機会なのです。
私は牧師になってからも、昔から持っていた自分の弱さなどによって、人がおかしくやるときに、何かの理屈に合わないことをやるときに、あるいは人から無視されたというときに、ものすごく耐えられないということがありました。でも、そのときに神様の恵みでしょう。そのような弱さといろいろな問題の前で、でも、神様がキリストによって私を義と認められた。神様は私をOK、私を神様は良しと褒められたのだと、それをずっと黙想していました。だから、人から無視されて苦しみような存在ではない。無視されないように気を付けないといけないでしょうが、無視されたからと言って、神様が良しとしたことが消されるわけではないし、そちらの方が大きいわけですから、ずっと考えて行くうちに、ある時から無視されても平気になるのです。ある方に言いました。教会内で人とのいろいろなトラブルがあって、心の中に穏やかではない気持ちがあります。憎しみもあるかもしれません。悔しいという気持ちもあったかもしれません。十分、理解できます。しかし、そのようなことがあったからこそ、その人は実はそれに耐えられないほど弱い方だったのです。そこを丈夫に強めるための神様の配慮じゃないのか。相手が悪いかどうかは関係ありません。相手が100％悪いといっても、それによってあなたはキリストに向かい、神が与えられる力を得るようになったのではないでしょうか。そうすると、100％悪い相手に向かって、あるいは私を苦難に追い込んだ様々な事柄や環境に対して、最終的には「ありがとうね。良かったね」と言うようになります。それが問題との付き合い方です。いまだに憎しみや復讐の思いがあるのでしょうか。その裏側にある神様のよいものを見ていないからです。もしそれがなかったら、その相手の過ちがなかったら、その事故がなかったら得られない、すばらしい神の祝福に預かるようになったのです。
私は、母親が早く亡くなって、いつもそれがハンディキャップでした。今はおかしい話でしょうが、「お母さん。早く死んでありがとうね」と傷などありません。なぜでしょうか。それによってその裏側に神様のすばらしい祝福があったのです。それを見つけるためには、まず動揺すると無理です。だから、問題より救いの祝福がはるかに優るものだと覚えて、その中に深く入って自分を守ることです。そうすると、問題ではなく「ありがとうね」というようなものになります。負けるはずがありません。

最後です。そうなったときに、私に問題だと思っていたその問題が、実は今も死んでいる世の魂に向かって、そのような魂を生かすための証し、証拠になるということを、しっかり見るようになります。これが問題との付き合い方です。問題が問題ではありません。他の人を生かすための材料になります。そのように私たちクリスチャンは、問題との付き合いをしていくようになるものです。ぜひ覚えてください。ダビデもこのように言っています。義の道へと導かれる。義の道が何でしょうか。結局、伝道の道です。敵の前で私に食事を整えて、私の頭に油を注ぐ。敵の前で敵が砕かれて、勝利のパーティを開くということでしょう。敵は誰でしょうか。サタン、悪魔、今も魂を捕えている暗やみの力、それが皆さんの問題をもって、その問題を材料にして、問題の答えであるイエス・キリストをお証しするようになったときに、今までその人生を捕えていた暗やみの力が砕かれて、そこに神の力が臨まれるようになります。勝利の旗をそこにと当てるようになります。その材料が、皆さんが悩んで、悩んでため息をしていたその問題です。これからはもうため息は止めましょう。昔の問題でも、今の問題でも「ありがとうね。問題、おまえのおかげで私は伝道者の証人となる。お前は証拠だ」。また、今、形がそのままであっても証拠になるものだというように見て、付き合っていくのです。証拠になるものなのだと。
神様の国というのは、絶対的な契約です。誰も止められません。だから、その神の国が臨まれるための材料、証拠として、皆さんに許されるものです。特に、似た問題で苦しんでいる人々が、よく起こされるようになると思います。でも、問題が違っても、原理は皆、同じです。まとめると、皆さんにやってきた問題は、皆さんを具体的な証人にするために神様が許されたものです。クリスチャンの問題との付き合いはこういうものです。問題に負けずに、必ず、勝利してください。今日から1週間、どんな問題も問題になることができないほど、僕は、私は、大いなる祝福をいただいているものだと確信し告白してください。それで自分の価値を再発見し、問題の前で忘れないようにしてください。歯を食いしばってでもそうしてください。

それから、実際的に、今現在、皆さんにある問題が何でしょうか。その問題をもって、これを実践してください。その、問題をもってそれより大きな救いの祝福を先に思い出して告白し、その問題の裏側にある、よりすばらしい神の計画を見るようにして、この問題を他の人を生かして助けるための証拠となるものだという告白を、ぜひ具体的にしてみていただきたいと思います。そういうことで、皆さん、信仰の水準、レベルアップしていただきたいと思います。どのような話かと言いますと、今までは問題自体をテーマにしていました。問題がどうなるかがテーマでした。それはものすごく低いレベルです。これからは、問題がどうなるか気にならないほど、祝福をテーマにしたいです。これがレベルアップです。見事に、サタンにだまされています。問題はテーマではありません。でも、いつまで経っても問題がテーマであれば、死ぬ時まで、問題解決で終わりです。いつ他の人を助けるための伝道に目を配ることができるのでしょうか。本来、それが私たちの今生きる目的なのです。負担でもなんでもありません。神様は、それができるように吹く服をすべて備えていらっしゃるのに、問題との付き合い方が間違っていて、そちらのドアが開かれません。そういう意味です。だから、問題よりはるかに優る祝福のことを握っていて、伝道に対しての重荷、伝道に目を留めること、視線が伝道に行くことを、ぜひ守ってください。そこが邪魔にならいほど伝道伝統に対しての思いがあれば、祈りをもって具体的に挑戦すること、それを緩めないでください。つまり、皆さんの今の現場、それが祈りの対象です。特に関わる人々の名簿を作ってください。これは挑戦です。それをもって祈ってください。彼らに伝道のわざが現れるように、つまり、伝道に重荷をもって、それに祈りをもって挑戦して具体的にやっていくことに、何かの問題で妨害されることがないように。そうすると、どうすればよいでしょうか。問題よりはるかに優る祝福を優先にすればよいのです。
 (祈り)

　愛する天の父なる神様。今日も兄弟姉妹とともに主を見上げ、賛美をささげ、また神様のメッセージをいただきありがとうございます。サタンは、クリスチャンの私たちが一番恐ろしい存在なので、暗やみの王国を破って、神の国が臨まれるようにする主人公であることをよく分かって、問題をとおして私をだましています。今までの問題の付き合い方を捨てて、クリスチャンとしての正しい付き合い方に走ることによって、伝道者としての祝福の人生を害され、また損することがないように、ひとりひとりを守ってください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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